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バレンシアガ、WFP 国連世界食糧計画を支援

２０１８年３月４日パリ - バレンシアガ (フランスのラグジュアリーブランド) は、近年の世界飢餓人口
の急激な増加に関心を向け、２０３０年までに飢餓を撲滅する世界的な取り組みをサポートするため、
World Food Programme 国連世界食糧計画 (以下、国連WFP)とパートナーシップを組みました。

バレンシアガの信念であるポジティブ・チェンジのペースメーカーとなるこのパートナーシップは、フ
ァッションを通じで世界中の消費者に飢餓問題を伝え、緊急事や地域社会と共にレジリエンスを強化す
る活動を行なっている国連WFP への関心も高めることです。

バレンシアガの 2018 年秋冬コレクションでは、WFP ロゴプリントのアイテムがそろい、その一部には
“Saving Lives, Changing Lives”（命を救う、人生を変える）のスローガンもプリントされています。
いくつかの商品はパリ ファッションウィークのランウェイでお披露目され、当ブランドすべてのWFP
商品は国連WFP とその使命に関する情報とともに販売しています。

当ブランドの国連WFP 商品を購入すると、世界で飢えに苦しんでいる地域の災害復興や健全な未来を支
援することができます。例えば、キャップを購入すると、 緊急時に国連WFP では 200 個以上のハイエ
ナジー ビスケットを提供できます。この支援では当ブランドはすでに、世界中の命を救い、人生を変え
る活動をする国連WFP へ 250,000 ドルの寄付をしています。

バレンシアガ、アーティスティック・ディレクターのデムナ・ヴァザリアは次のように述べています。
「国連WFP とのパートナーシップは重要なステップになると考えました。ファッションを今までとは違
った形で役立て、商品を通じて慈善活動を支えることができるのです。」

「バレンシアガは、パリ ファッションウィークを象徴する色彩と創造性の中で、飢餓に関心を高める力
強いステートメントを発表しました。」と国連WFP の民間セクターパートナーシップ ディレクター、



プレラナ・イッサールは述べています。「皆さんがこれらのアイテムを今秋に購入して着用すること
で、このメッセージを世に広め、かつ誰かの人生を変えることができたと確信できるでしょう。」

バレンシアガについて
バレンシアガはスペインで生まれ、現在フランス・パリを拠点とするファッションブランド。1915
年、クリストバル・バレンシアガによりテーラーメゾンが始まった。創始者のクリストバル・バレンシ
アガは、「クチュールの建築家」とも言われ、立体裁断や完璧な縫製技術からなる、シンプルかつ芸術
性の高いスタイルを発表、ファッション界に多大な影響を与え「モードの巨匠」に。人気のエディター
ズバッグを始めサングラス等、数々のヒットアイテムが生まれている。

WFP国連世界食糧計画（国連WFP）について
国連WFP は、世界的な飢餓に援助を行う世界最大の人道支援機関であり、緊急時に食糧援助を行い、地
域社会と協力して栄養改善とレジリエンスを行なっています。毎年、国連WFP は約 80 カ国で約 8,000
万人を支援しています。

Notes to Editors
- １０年以上、着実な減少を続けていた世界の飢餓人口が、紛争や気候変動により再び増加に転じ
ています。今日、十分な食糧が生産されているにもかかわらず、8億 1500 万人の人々にはまだ
十分な食べ物が行き渡っていません。

- 2015 年の 7億 7,700 万人から 2016 年の 8億 1500 万人への飢餓の増加は、2017 年世界食
料安全保障に報告されており、

- この未解決問題は、2030 年までに人類の生活を向上させるための国際連合によって承認された
１７の目標からなる「持続可能な開発」の 1つである「飢餓ゼロ」の達成を危ういものとしてい
ます。

- 寄付についての詳細は、バレンシアガのウェブサイトをご覧ください。http://bit.ly/balenciaga-
wfp

### 


